
評価 A コメント

テーマ設定、情報収集の質ともにgood。説得力のあるレポートとなっていました。国語は、
「言葉」を大切にする教科です。「あはれ」に着目して物語を読み解こうとしたその姿勢が、非
常に素晴らしいなと思いました。そのうえ、人物だけではなく、自然描写における「あはれ」に
ついても言及していた点が良かったです。多角的にテーマを捉えることができていると思いま
す。さらに良くするためのアドバイスですが、藤壺や紫の上といった人物における「あはれ」を
述べた後に、一度自然描写における「あはれ」について言及し、その後再び夕顔という人物
について記述する流れを取っていたので、論の展開としては若干の違和感がありました。前
半では人物について、後半では自然描写について言及するといった流れを取るとより良くな
ります。そして、自然描写のパートをもう少し豊かにしていくと、「あはれ」がより立体的に見え
てくると思います。素敵なレポート、ありがとうございました。

源氏物語　レポート

ID 氏名

本文

テーマ　「あわれ」と源氏物語の関係ついて

　源氏物語において、登場人物の精神の変化は物語を読み解く上で重要であり、それを表現する一つとして
「あはれ」という言葉がある。本居宣長は、物語の本意は、「物のあはれをむねとする」と述べている。さらに源
氏物語は世の中のことの「あはれ」の限りをかき集めて、読む人を深く感動させようとするものであるが、恋や
人情の細やかな有り様を本筋とすることで表すことが難しい「物のあはれ」をつくしてみせたものである、という
宣長の考え方から、源氏物語の真の意図は「物のあはれ」を徹底的に追究することを目的としていると推測で
きる。
　先ほど述べたように、「あはれ」とは古来感情表現語として、「源氏物語」における重要な役割を担っている。
「あはれ」は、人々が自然や人間関係、日常の出来事に触れた際に感じる深い感動や哀愁をさし、平安時代の
貴族社会では、感情を抑制しながらも、微妙に感じる余韻が重要視され、その中で生まれる「あはれ」が美しい
とされていた。この美意識は、光源氏や周りの人々が抱く感情の揺れや関係性に反映され、源氏物語では、四
季の変化、恋愛の喜びや悲しみ、人生の儚さなど、様々な情景が「あはれ」として描かれている。
　例として、光源氏と藤壺の関係がある。光源氏は、義母である藤壺に対して禁断の恋心を抱き、彼女との関
係を通じて深い「あはれ」を感じている。特に、藤壺が出家する場面では、光源氏の喪失感が強調されている。
藤壺が光源氏の前から姿を消すことで、光源氏の愛が完全に実らないという儚さがあらわになり、光源氏はた
だ彼女に対する個人的な愛の喪失だけでなく、人生そのものの儚さを感じ取っている。
　また、源氏物語での「あはれ」の表現は、光源氏が最愛の紫の上を失う場面にもすごく表れている。紫の上
は、光源氏の生涯において最も大切な存在であり、彼女の死は彼にとって深い悲しみを受けることになってい
る。物語の中で、紫の上が病に倒れ、その病床で光源氏が彼女を看病する場面は、愛する者を失うという個人
的な悲しみが「あはれ」として描かれている。この場面では、光源氏は紫の上の死が避けられない運命であるこ
とを悟り、彼女の死に際して、光源氏自身の人生の儚さや無力さを痛感する部分である。紫の上を失った後、
光源氏は深い虚無感に苛まれ、「あはれ」という感情をより一層抱くようになる。
　このように、それぞれの登場人物が抱く感情が、物語の中で儚さへと変化していく点が、源氏物語における
「あはれ」の特徴である。一方で、自然の描写も一つの特徴であり、「あはれ」と深く結びついている。例えば、
夕暮れや季節の変わり目の情景描写は、物語全体に儚さと美しさをもたらし、人間の感情と重なり合っている
ことがわかる。光源氏が須磨や明石に流される場面では、海や山の静寂な風景が彼の孤独感や悲しみと共鳴
し、その「あはれ」の感覚が強調されている。ここでは、自然と人間の感情の結びつき、人生の儚さなどが際立
つように描かれている。また、夕顔の死の場面も「あはれ」の感覚を鮮明に示している。光源氏は夕顔という女
性と短い恋の時間を過ごすが、彼女は突然の死を迎え、光源氏に死という避けられない現実を突きつけてい
る。この予期せぬ別れによって、光源氏は深い悲しみの感情を抱き、夕顔の死に「あはれ」を感じている。この
場面では、個人的な悲しみが人生の儚さと結びつき、読者に感情的な共感を与えている。平安時代において、
死や別れは「あはれ」を感じる瞬間として特に重視されていた。
　以上のことから、源氏物語における「あはれ」は、登場人物の感情や人生の儚さを表現する重要な要素であ
り、作者の気持ちを表現、補足する役割を担っている。光源氏や藤壺、紫の上、夕顔といった登場人物の愛や
死に直面する際に感じる「あはれ」は、平安時代の美意識を反映し、読者に深い共感と感動をもたらしている。
自然と人間の感情が交錯する中で描かれる「あはれ」は、「源氏物語」を読み解くための重要な鍵となってい
る。

 【引用】
・源氏物語における宗教的世界　中古文学　小野村洋子　1968年2巻p.11-21
https://www.jstage.jst.go.jp/article/chukobungaku/2/0/2_11/_pdf/-char/ja
・源氏物語と平安貴族の生活と文化についての研究　明治大学人文科学研究所　日向、一雅　2004-03-31 巻
54.p.415-434 http://hdl.handle.net/10291/4139
・源氏物語の「あはれ」と「物のあはれ」　梅光女学院大学国語国文学会　重松信弘　1970年
https://ypir.lib.yamaguchi-u.ac.jp/bg/1236/files/136572



評価 A コメント

テーマ設定、情報収集の質ともにgood。定義からスタートして、調べた内容から自
分なりの解釈を提示し、考察に移っていく一連の流れが非常に良かったです。源
氏物語だけではなく、複数の作品を提示しているのもgoodでした。また、第2回定期
考査で出題した論文をヒントに、考察を進めている点も良いですね。ちなみに、源
氏物語では他に垣間見するシーンはありましたか？「源氏物語における垣間見」
のようなテーマも面白いかなと思います。いずれにせよ、意欲的に取り組んだこと
が一目で見て取れるレポートでした。素敵なレポート、ありがとうございました。

源氏物語　レポート

ID 氏名

本文

テーマ設定　【垣間見の作中における役割・効果】

１，はじめに
２，垣間見とは
３，垣間見の作品における役割・効果
４、まとめ
５，参考文献

１，はじめに
　私は源氏物語を読み進めていく上で「垣間見」というキーワードに着目しました。源氏物語でいえば、北山での若紫との出会いの中で垣間見
るシーンなどで描かれました。更に平安時代に書かれた他作品を鑑賞している中で、多くの作品に垣間見というキーワードが書かれていること
に気が付きました。そこで今回は作中の「垣間見」の役割や効果を自分なりに考えてまとめていこうと思います。

２，垣間見とは
　まずはじめに「垣間見」とは一体どのようなものなのでしょうか。古語である垣間見の意味は「ものの隙間から覗くこと。覗き見。」というもので
す。作中では一般的に男性が女性のことを覗き見る行為として登場することが多いです。こうすると垣間見にあまり良いイメージを持たないか
もしれませんが、平安時代当時はその行為に対して犯罪的な意味はなかったのです。平安当時、高貴な女性は表に顔を出すことはなく、必然
的に異性間での交流がなかったのです。そこで異性間のコミュニケーションの手段として垣間見という文化が発展していきました。そうすると垣
間見る行為は当時恋愛的交流の中の一つの手段だったといえます。いわゆる覗きという行為から発展する恋愛も多かったそうです。

３，垣間見の必要性・役割
　次に垣間見の作中における役割を考察したいと思います。
(１)私の考える１つ目の垣間見の役割・効果は「読者に今後の恋愛的展開を期待させる」というものです。「2、垣間見とは」で記した通り、垣間
見とは恋愛的交流の一つの手段でした。そこで、「垣間見」は読者にこれからこの２人の間になにかしらの恋愛的発展があることを意識付ける
役割を持っているのではないかと考えました。様々な作品から例をあげると「源氏物語」では光源氏と若紫の出会いの場面として垣間見が使
用されています。同じように「伊勢物語」でも初冠である男が姉妹を垣間見る場面があり、今後の恋愛的発展の伏線のように書かれています。
他にも「竹取物語」ではかぐや姫への求婚者が一目見ようと柴垣に集まる場面や、「狭衣物語」では挟衣大将が女二宮を垣間見し、それをきっ
かけに関係を持つ場面などにも垣間見は登場します。様々な作品の中にも垣間見と恋愛的発展の関わりがみえてきます。
恋愛を題材とすることの多い文学作品の中で、「垣間見」という表現は読者に今後の恋愛的発展を期待させるために必要であり、作品により
深みを出す伏線としての役割を果たしていたのではないかと考えました。

(２)私の考える２つ目の垣間見の役割・効果は、「読者と登場人物の目線が一致することで読者がより作品に感情移入しやすくなり作品に没頭
するようになる」というものです。基本的に他の場面では登場人物の他に語り手という役割が存在していて、我々読者はその語り手とともに第
三者的な視点で物語を読み進めていきます。ですが、北山で垣間見をするの場面では、光源氏が実際にみえているものが描かれています。
「ただこの西面にしも、持仏すゑたてまつりて行う尼なりけり。簾少し上げて、花奉るめり。中の柱に寄ゐて、脇息の上に経を置きて、いとなやま
しげに読みゐたる尼君、ただ人と見えず。四十余ばかりにて、いと白うあてに、やせたけれど、つらつきふくらかに、まみのほど、髪のうつくしげ
にそがれたる末も、『なかなか長きよりもこよなう今めかしきものかな。』とあはれに見たまう。」(源氏物語本文　北山での垣間見から抜粋)
という本文では光源氏が実際に見ているものが、情景・状況の説明という役割を含みながら描かれています。そこで我々読者(読み手)と登場
人物である光源氏の視点が一致し、読者は更に物語の中にのめり込んでいくのではないだろうかと思います。
さらに北山で垣間見をする場面では、光源氏の若紫に対する想いが繰り返し繰り返し書かれています。これは筆者が読者に垣間見を通じて
光源氏の視点になってもらいたいという意図があるのではないかと考えます。
上記より作中の「垣間見」には読者と登場人物の目線を一致させ、より作品に没頭してもらう効果があるのではないかと考えました。

４，まとめ
　今回、垣間見の必要性・役割について自分なりに考えをまとめてみました。
　私は作中における「垣間見」の役割として、「読者に今後の恋愛的展開を期待させる」「読者と登場人物の目線が一致することで読者がより作
品に感情移入しやすくなり作品に没頭するようになる」という２つの考察をしました。

５，参考文献
・源氏物語本文：紫式部
・『源氏物語』における垣間見の研究ー敬語表現の消失に着目してー：佐藤光



評価 A コメント

テーマ設定、情報収集の質ともにgood。説得力のあるレポートとなっていました。ま
た、チーム発表時のアドバイスをもとに、その時よりもさらに充実した考察になって
いるのが非常に素晴らしかったです。より良くするためのアドバイスですが、根拠と
して挙げられているものの多くが1つの論文から引き写されているので、複数の情
報をもとに、立体的に述べていくとさらに良くなります。もちろん、結論など、自分自
身の言葉で述べられている部分も多くあるので現時点でも十分に立派なレポート
ではありますが、独自性という点で、今後意識してほしいポイントです。いずれにせ
よ、熱心に取り組んだことが一目で見て取れるレポートでした。素敵なレポート、あ
りがとうございました。

源氏物語　レポート

ID 氏名

本文

葵の上の物語における役割について

　葵の上は光源氏の最初の正妻だったが、政略結婚であったこと、当時光源氏は藤壺の宮が好きだったことな
どが関係し、2人の関係は冷め切っていた。葵の上の妊娠をきっかけに距離が縮むが、六条御息所の生霊に
よって命を落とすことになる。しかし、葵の上は紫の上や六条御息所のように目立つ存在ではないにも関わら
ず、物語が進んでもたびたび回想されることから源氏に与えた影響は大きいことがわかる。
　そこで、紫式部はなぜ葵の上を登場させたのか。また、葵の上の物語における役割について考察していきた
い。
　まずは、葵の上の生涯と、光源氏との関係性の変化についてみていきたい。上記のように、葵の上と光源氏
の関係は冷淡なものであった。若紫に関しては、幼少期より源氏と和歌を詠みかわし、心理に迫る描写が多
かった一方で、葵の上は源氏の最初の正妻という重要な役割を担っていながら、作中で和歌を詠まず、心理に
迫る描写もほとんどない。また、光源氏とのやりとりは省略されることが多く、葵の上の容姿や服装に関する記
述は皆無であった。これらのことから、この時点での光源氏が葵の上に抱く恋愛感情はほとんどないことがわ
かる。それは4歳という年齢の壁や、葵の上の性格などから近づきにくかったこと。また、光源氏の性格上、冒
険や困難を経て実った恋のようなスリル感がない関係は物足りなかったことなどが原因であると考えられる。し
かし、光源氏との冷淡な関係が10年ほど続いた頃、葵上は妊娠し、気高な印象の葵上がつわりで苦しむ姿を
見て、光源氏は愛おしさを感じ、寄り添うようになる。また、物の怪に苦悶し命が危ぶまれる姿に、光源氏はこ
れまでにない魅力を感じ、本文に「白き御衣に、色あひいと華やかにて、御髪のいと長うこちたきをひき。結ひ
てうち添へたるも、かうてこそらうたげになまめきたる」とあるように、「ろうたげ」や、「なまめき」などの形容もこ
こで初めて登場する。このように、葵の上の懐妊をきっかけに2人の仲は縮むが、出産後六条御息所の生霊に
よって葵の上は命を落とすことになる。ここで、若紫と葵の上の遺体の清浄について比較していきたい。平安期
には女性の遺体の清浄が重視されていた。実際、源氏物語の中でも何度か描かれているが、葵の上以外の女
性については美しく描写されている。若紫は特に美しく描写されていて、「これに勝るものはないほどに少しのも
つれもなくつやつやとした美しく風情が溢れている。…かえって生前よりも素晴らしい。」と描かれている。しかし
葵の上は蘇生儀礼を行ったが、復活再生は成就せず、そのまま遺体が崩壊していく様子が描かれており、若
紫とは対照的である。
　一方で、彼女が亡くなったのち、多くの人がその死を悼む様子が語られている。生前の記述を凌ぐほどに、哀
悼場面に多くの筆が費やされるのである。六条御息所、朝顔の姫君からは弔問の手紙が寄せられ、上の兄、
三位中将や母大宮とも故人を偲びあう。このことから、葵の上は周囲からも愛される存在であったことがわか
る。また、この場面では、光源氏も読者も知らない葵の上の真の姿が明かされる。「とりわきてらうたくしたまひ
し小さき童の、親どももなくいと心細げに思へる、ことわりに見たまひて、『あてきは、今は我をこそは思ふべき
人なめれ』とのたまばいみじう泣く」とあるように、親を失い孤児となった女の子を葵の上はことのほか可愛がっ
ていたという。つまり、冷淡で親しみづらい葵の上のイメージは光源氏の一方的な見方であり、本当の葵の上
は良き慈母のような一面があったということがこの場面からわかる。紫式部は、これまでの場面では光源氏の
一方的な見方で葵の上について描いていたが、ここで初めて光源氏には見えていなかった葵の上の人物像を
描いたのである。読み手は、源氏のこれまでにない思いやりや、葵の上の素直な一面を見ていただけに、より
やるせない気持ちになる。手に入る直前で失われてしまった幸せだったからこそ、源氏もことあるごとに彼女を
思い出すのだろう。葵の上は源氏にとって忘れがたい女性の1人となったのである。
　当時の自分では気づいてあげられなかったその人のいいところを痛いくらい見せられたときの心情には、最
愛の女性との別れの辛さとは別のやるせなさがある。
　光源氏はたくさんの女性と関係を持っていたということはたくさんの別れがあったはずである。その物語の中
で葵の上は他の女性とは違う別れの辛さを表していたのだと考える。

【参考文献】
大井田晴彦「葵の上の生と死」https://cir.nii.ac.jp/crid/1390290699633602816
葵の上　源氏物語https://www.touken-world.jp/tips/100269/
平安時代の葬儀はどんなものだった？https://www.e-sogi.com/guide/27730/



評価 A コメント

テーマ設定、情報収集の質ともにgood。説得力のあるレポートとなっていました。ま
た、チーム発表時のアドバイスをもとに、その時よりもさらに充実した考察になって
いるのが非常に素晴らしかったです。さらに、「桜」について、万葉集や古今和歌集
を引き合いに、和歌における捉えられ方の変化について述べられているのも、良
かったです。より良くするためのアドバイスですが、根拠として挙げられた和歌が一
首だけだったので、せっかくなら複数提示して自分の主張を支えていくと、より説得
力が増してきます。いずれにせよ、熱心に取り組んだことが一目で見て取れるレ
ポートでした。素敵なレポート、ありがとうございました。

源氏物語　レポート

ID 氏名

本文

テーマ:若紫巻に出てくる和歌の共通点から、和歌で伝えたかったことについて

　古文を読み解く上で重要な表現として「和歌」が挙げられる。源氏物語の中には795首の和歌があるが、その
中でも若紫巻で出てくる和歌25首から和歌の表現について考察していく。
　まず、和歌の概要を掴むために平安時代での和歌の立ち位置はどのようなものだったのかを考える。和歌は
漢詩に対して日本固有の詩歌であり「5･7･5･7･7」の5句31音を典型とした四季や恋愛など様々なものをテーマ
とする歌である。特に和歌には恋愛的役割があり、和歌は平安時代の貴族階級にとって必要不可欠な会話の
代わりとして使われるコミュニケーション手段であった。そのため、求婚者や恋人などの人は普通、和歌を交わ
した上で関係を作っていた。平安時代の貴族は最初は直接会わないため和歌に創作が上手くなければ恋愛関
係は成り立たなかった。
　ここから源氏物語の若紫巻に出てくる和歌を比較し共通点を見つけてどのような意味を持っているのかを考
察していく。源氏物語の若紫巻に出てくる和歌の中では「桜」という言葉が多く使われる。まず、「桜」という言葉
について考察する。万葉集が作られた奈良時代、桜の人気度は低く梅の花がよく使われていた。万葉集では
梅に関する和歌は118首あるのに対して桜に関する和歌は44首しかなかった。しかし、平安時代になり日本文
化を重視する風潮が生まれたことがきっかけとなり古来から祀られていた桜の人気が高まった。また、天皇が
中心として初めてお花見が行われたこともあり、桜への注目が集まった。平安時代に書かれた日本最古の庭
園書「作庭記」にも庭には「桜の木を植えるべし」という記載が残されたことから貴族からの関心が集まり古今
和歌集では梅に関する和歌は18首、桜に関する和歌は70首と和歌に「桜」という言葉が多く使われるようになっ
た。わかでは「桜」という花は満開になるまでに時間がかかるのにも関わらずすぐに散ってしまうことから「儚く
美しい花」として言われている。よって「桜」という言葉を和歌に用いることで場面によって恋愛の儚さや相手の
女性の美しさを伝えていると考えられる。
　次に実際に源氏物語若紫巻の第51首「宮人に行きて語らむ山桜風よりさきに来ても見るべく」という和歌で
「山桜」という言葉に含まれた意味を考察する。この和歌が詠まれたとき、光源氏は18歳でありわらはやみを患
い微熱が断続的に起こり、治ってもすぐにぶり返してしまうという始末だった。本文では光源氏が療養のために
北山に行った場面が描かれている。この光源氏が北山に行く場面を絵巻としたのが鎌倉期の天理図書館蔵絵
巻である。この絵巻の中で最も注目されるのが都周辺とは異なる春も暮れ方になっているのにも関わらず満開
な桜である。絵の各所に山桜の白さが書き込まれており、桜の中から若紫が登場する効果を表している。よっ
て、この和歌に使われる「山桜」にはただ山桜の美しさを詠っているのではなく、その中から出てくる若紫の美し
さを伝えるため、そしてただ若紫自身の美しさを比喩表現で「山桜」と表したと考えられる。
　また、他にも「霧」「波」「露」と他にも様々な自然に関する表現が使われている。よって、場面によって言葉を
使い分けながら、登場人物たちは和歌で相手の美しさや儚さを詠っていたと結論づける。
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